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「須磨一ノ谷プラザ」が４月１７ 

日、わ の管理運営のもとにオープン

しました。会員によるこのような施

設の運営は、グループ わ の新しい 

事業分野になります。 わ は、かね 

てから会員のみなさま方とともにボ 

ランティア活動の場づくり・機会づ 

くりの開拓に努めてきましたが、昨 

年５月末の｢神戸市勤労会館海の家｣ 

の公用廃止のあと、神戸市による一 

定のリニューアル工事を受けて、名 

称も新たに「須磨一ノ谷プラザ」と 

して、 わ が管理運営を担うことに 

なったものです。 

このことについては、昨年末にこ

の施設の管理運営団体の公募があ

り、わ は条件付で応募しました。条

件は、空調設備の新設、柱・鴨居な

ど木部の洗浄、建具の更新、車椅子

対応の出入り口の新設などです。1月

に市の選定委員会が開かれ、応募 3

団体が運営方針等についてのプレゼ

ンテーションで競い合った結果、  

わ が選定されました。神戸市はこの

間、わ が条件にしたリニューアル工

事についてもエアコンの設置など一

部の改善を行いましたが、十分では

ありません。今後とも利用者のニー

ズに応じた整備を要望していきたい

と思います。 

この須磨一ノ谷プラザは、貸室が

ホールを含めて８室あります。会員

が貸し館業務を通じて社会貢献をす

る場であり、新しいスタイルのボラ

ンティア活動の実験場であります。

わ の会員がこの須磨一ノ谷プラザを

通じて地域に馴染み、利用者との交

流・福祉の向上を図るための諸活動

の一翼を担う舞台ともなります。                          

また名だたる須

磨の歴史・文化・

自然を基盤にした

関連イベントを企

画・実施すること

により、わ のホー

ムページ等を通じ

て広く「須磨」の

情報発信ができ、

観光神戸の宣伝に

一役果たせると思 

います。さらにこの須磨一ノ谷プラ

ザに わ の分室的な役割を持たせ、

各部会・各区会・各種同好会などの

活動の場として利用して、会員相互

間の交流を深めていただきたいと思

います。 

そして旧勤労会館海の家当時に利

用されていた婦人会、自治会、各種

サークルなどのグループの方々をリ

ピーターとして迎え、すべての利用

者に対して、常におもてなしの心で

接することにより、新たなリピータ

ーを上乗せすることができると思い

ます。 

プラザへのアクセスもＪＲと山陽

電鉄の須磨駅と山陽の(次頁に続く) 

 

 

一人でも多くの参加で総会を盛り上げよう 

平成１９年度 グループ わ 定期総会 
日時 ； ５月１５日（火）  場所 ； シルバーカレッジホール 
なお総会の議案書と出欠はがき等を同封しています。皆さんのご出席をお待ちしています。 

 

 郷理事長が本年度重点目標にしていたボランティア活動の拡大が早

くも実を結び、３月から｢いじめ電話相談｣４月には｢須磨一の谷プラ

ザ｣５月は｢パソコン講習の会｣がスタートします。グループ わ の活

動実績が市当局に認められた結果で、この春、シルバーカレッジを卒

業、新しく加入された11期生の皆さんこの活動に参加しませんか。 

「須磨一の谷プラザ」 
4月17日にオープン 
     理事- 上田 市夫 

 

 
サクラ満開のもと、オープンした「須磨一の谷プラザ」 


